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　飯欝累、i地南購部の新第三系を対象とす賓）放射能強度調

査は昭和頴年度から継続して規在嘱）実施中であるが，

本文では新発田毒周辺について善1）調査結果を述べる。

　調査の主眼は新発田市南部ジ）莞蓬岡か爵転i二赤谷にわたる

山陵地に分布する新第三系の最下部を占める1．11の神礫岩

層（了三撒．購・三梨，！§49）においた。

　　南部地区（第叢図参照）における新第三糸は花嶽岩類

を基盤とし・大観して・北北西紅沈降する背斜構遣を示

しており，1、美、1の神礫岩麟の層厚は騎0～薦G鞘に達す誉）砦

　黛燃料綿

　　これに反し，北部地区の山の神礫岩層に対鳶乞される櫨

層（第i表の津川層溢三のは薄い、

　各地層の放射能強度は，第4図にみられるように，基
　　　くそうずこ　っ

盤の草水小損型花崩署類で計数比瀞）の平均値は蓬、．貯，

！、舞の神礫岩層董．雛と，一全般的に，やや高く，その他ぴ）

地層はいずれもこれ以下｝であ誉）雛山撲）神礫岩層で放射能、

強度の計数比が3倍近くを示す地点の試料を分析した

　　注ま）　ここでいう津窺麟4）呼称櫨久代く文献粉にょ

　　　　　つたが，厳密には藤鐵の津朋彌襯音沢講身礫岩に絹，

　　　　　当する地層と考えられる。

　　注2）　露頭慰おける計数値を懲然計数　（宿舎におば

　　　　　る）で割つた億灘

22一（戴）



飯豊講地南薩部における新第鑑系の放射能強臓につい《（そのき）　（坊城俊厚・松井寛）
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が，ウランは検出されなかつた。

讐．緒　鷺

　こ¢）調査は，昭和総年8～黛月の延3釧ヨ間，第蓋図

にボされた地域の新第三系基底部付近をおもな対象とし

て，その放射能強度分布など紅つき築者らが実施したも

のである。

調査地域は，すでに，ウラソの濃集が知られている北

蒲原郡中条町および菊テ発狂1市上赤谷（旧赤谷炭砿）と」

申間に位置し，本調査にさきがけて堀川義夫叡こよる自

動車放射能探査萄即行なわれている。今回逆）調査は南鋤

地区の山の神礫岩層分布地について，やや，くわしく行

ない，北部地区については主要ルー浸）踏査程度紅とど

めた。

調査にあたつて，新潟大学茅原一也氏鋭）御教示を）

け，さらに同氏から未公表資料ボ時報を提供していただ

いた、惑ミた，調査には東北大学学生増懸灘一氏ノ御協力

をえた。こ～二に』記して深く謝意を表する。

慧．濾質概説

地域の地質・層序などについては，新潟大学毒〉，石和

田・三梨（欝齢）墨），久代（欝63）5），松井・井上（欝蔚ア）

その穂の資料があるが，その詳細ξこついては未公蓑のも

のが多い。

　しかし，地域の地質・層序はこれらの資料によつてか

なり明らか／されている¢）で，今剛まこ勲．らをもと靴調

査をすすめながら，一部につい冬補足・改訂を行ない，

その結果を地質図（第創鶉）などとしてとりまとめた、

地域内の地質系統の概略を第蓋蓑に示す。

慧．璽蕊盤蟻類

北郡地区では珪質岩類・粘板岩・ホルンツ諜ルス化L

た砂岩などか薯）なる古生層を主とし，一・部に花商岩類
　ねかわ

（実川型花醐閃緑岩類，古生層に滋入）がみられる。

南部地区の基盤は草水小用璽花闘岩類および斑状花闘

岩類凱大別される、

草水小甥型花醐岩類は分布が広く，…般に，優白色で

黒雲母がめだち，しぱしば，桃色カリ長石を有するが，

アヅリィチツクないしは半花醐岩質の部分を含むほか，

塩基性包裏物もみられて岩相δ）変化にとむ．婁た，粒度

も，随所で変化する。

斑状花樹岩類は斑贔状カジ長石を含み，黒雲母を顕著

に有するぴ）が特徴であるが，通常，露頭において草水小

川型のものに較べて騰化・分解がすすんでいる。

今囲ぴ）周査で／灘響岩型相互の関係は明らか紅Lえなか

つた、

慧．驚新第蕊系

慧詑．爆1匿）神礫岩層

　南部地区新第三系の最下部を占め，花醐岩類（草水小

川型）を不整合紅覆い，松岡泥層に覆われる糧粒岩主の

地層で，石和田・三梨（欝鱒）の山の神礫岩層に，ほ

ぼ，一致す讐）。

　本層は今翻調査の主要対象であ　が，大部分が淘汰の

悪い粗大粒砂岩・種々の粒度の礫岩からなり，しばしば

細粒～粗粒砂岩を，まれに微細粒紗岩また捻澱、岩をはさ

む（第＄図〉。

　木鳳こついては次¢儲、薫が指摘できる、

　（論　講層D構成物質は，全般的拠，著しく花縄岩質で

　る。

　働　古生層源と考え穿れる礫（珪質岩類・粘板岩・砂

岩など）を主志す《・礫岩（黒玉礫岩と仮称）は本層¢）、鉦

部約鱒o凱　問観優勢である。

　㈹　花醐岩類礫を憲とする明色φ礫岩（臼薫礫岩）は

、乏二記働層準／ソ外）全層に卓越づ讃。礫の大部は草本小

川型花纐岩類峯護び／l状花閥岩類の礫であるが，その大

きさは，L韓ごしば小牛大に達すンご萄また，この1覇玉礫岩

および随伴す恐報ソく粒砂岩などぴ基質部が著しく赤色や

緑色を呈する場合も多い瀞）。

　注3）　黒雲偲鍛どの風化・変質に趨國するものと考え

　　むれる。
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近く（　殺下部／轡簾就二か在されている傾向滲裳あ鶴、、

　炭質物薄轍t一般に2～3c購程度以下藁繕ぎで連続

4生に乏しく，総1じて炭層～二呼ぶを蘇直しない注藁㌧

　南部地区の東南部（申廃出・上赤谷〉に戟斑状花醐岩

類の麟所1讐代田震　礎われて花講嶽質砂堵・礫岩層が

　滋擁〉　階部地区　　襲、、叡霞付近　（美調）c，芝難3）　には憩礎灘
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部1ま泥質砂尉と

　声翻蒸講ヒ妻暮，蒼

凝灰蕪　発達7う

小1範囲撚蜜馨出する“　これらは南隣＆の潟

券谷炭砿付近に分布する砂岩・礫、轡層

（松井・井上，欝鱒）の北方への延長

　　　，1置1の神礫岩層に対比されるも

のと考η菌．られる“

　；化部葉誠区で霞分率肇礫；岩層に相当す麗

地麟　（第駐袈の津川繕）は花麟1爆質の

誕沙糞馨趣葬楽質”砂。費・｛楽．岩など雄　らな夢，

基盤岩類を不整禽に覆ケ告熊出付近

から田只方面へ連続して追跡される

が蒼その層厚は南都地区／ζ、較べてきわ

めて薄iい。

　黛．驚．慧　1公岡泥1層

　山の神礫岩層鶴上位紅泥岩主の地層

が分布L，石和田・三梨姦｝は、れを松

岡泥層と呼んだ。晦部地区における本

層は茨色ないし黒色泥岩建藷な参，層

厚は500患以、しと推定卜惑れぞ瞬㍉下半

に粗粒砂岩を介在しぜ　投的紅凝灰質

　　　　　　　　ヂ、i護場山率蛉症壕瀧恭文雛洋鮮淘き薫の本層には

　　　　　　　　気く，また松闘，荒趨部落東南”本膳最

下部付近の層準眠。乳海色ないし瀦i多緑色¢、〉酸性凝荻岩，同

質麟角礫凝凝；籍がみら燕る◎

　フ蕎和鰻・三叢碁ま本彗一塁からc》罵編難癖奮憂鰯ゑ3鑛潔蘇煙羅3な

どひ編 出を報じてい愁が，今騒　　権現1、i．i東1方　（L（鴎

16鷲）付近の本層最下部層準から転石二t〆て、二枚只化石
1
、
証
得 た“

　北部地区紅おいひξは津川麟（久代，欝熱〉を覆つて酸性

褒灰霧ゼ沙質凝茨岩を主とし，砂質泥岩・鐸、窒色泥岩をは

醇塗、鉾翻轡がみ1瞬れ，本／韓1葵紐、岡泥層下音醸・こ相当す養もの

，乱、悪わ孝乏．鳶溢講ぴ

　久代韓1、とこれ愛剃、，妻と呼k曜1ζ七、谷層紅対比しているが，

この地襲シ、し灘」部地区のi欝半誰薔1（一L鷺嶺一・鎖貝〉におい覧

1、柔裁≒色泥．岩相を韓ヒと殴、ど欠き鯵i盤．酸帽8凝1炭：岩・チ鱒礫毒奪灰

、㍗砂質1疑鶴岩主のもの，㌔皿移化する。

　黛強黛舜3　ヨ、塗泊讐（c層〉

　ン化部メ癒区の誘ヒ半調1紅分靖員参ξ色、字塊状『麟糸吉，度φ低い

泥岩　（ね瀦　　　　　　　　　　　　／叫る地暦が醜1、己七谷層

（鷺層）（窯．〉㎜無煮慕撫み）れ鳶5“

　久代爵｝はン1貸、をラヂオラジヤ化石ぞの雌から寺江i層続

対手ヒし，Gl韓とll乎繕斌〆た轟

　本蔭匙，誘孝菊音隙趨1蒸1と‘ヌ寸薫ヒ1こおいて揖ミ私奏岡漉去’馨の＿ヒ音蘇こ

　注罪）　婁繕．1懐訓薫脊疑灰鷹／、／（文献薫）　に類似する喚

鱒一（姦照）



地質調査所蝿報（第鷲巷第＄号）
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海）講部慰隔1の松岡泥層簸去上畷麟鑓、・、患（文献憲鞍照〉轍潅耀獅識るの響省略し島

2）北蔀緬区の層序1　』轍久幾（憩63）歓よつた蒲

　ノ欝澤は地質噺繭iひごから算繍した亀のとした。

3）蒲考ら趣，箪渇紹要な火山瀬勤を還したの

当るも）かも知れないが瀞），北部地区では岩相上七谷

層および西山層（後記）と明瞭1こ区別できる。

灘．灘．轟蝕工曙（餌韓）

前灘寺泊膚と同様，北部地区の北半鎗分布し淘汰のよ

い青灰色泥岩・微細粒砂岩ブ）互麟からなる地層を久代に

したがつて西霞摺～した．

驚．黛．5茨爪層（墨ゆ謝

奉警沙ミ色砂峯i重シノレトを薫三とし，萩ヲ双1韓O）才旨準イヒ壕慌て醸　、

蒙擁搾メ細撫舗蛤纏霧郷鯨などを渡1皿る地層を久代は灰爪

層（欝層）として区1分しごいる．本讐／ひPては今麟の

調査では観察していない．

慧．慧．6　火山岩類

新欝蕉紀の火“．1岩類として考胤られるもの紛うも主要

騒ものは流紋轡およびこれに伴う1疑茨岩で》る。

　南部地区莚おいては荒城山欄辺に山鑓）神礫岩層と松岡

泥層¢）境界部を切た形で流紋岩体がみら潟る。び）流

紋岩は鏡下の性状などか熱器斜長流紋岩辱礫7）と考えら

　注ら）　石和潤・置梨は訟岡泥麟を七谷，寺泊爾暦を含

　　めたものとして対姥し《いるさ

荒城山東部には流紋岩、と密接紅伴〆て安山岩および同

質の角礫凝灰岩があるが，流紋岩との関連は明確になし

得なか一た。

　　　　　　　がつむう　このほ，．・，南部地区嶽岡山付近〉流紋艦体，北部地

区，石州娼以南の酸性凝荻岩紅伴う流紋岩・真珠岩など

はいずれも葡記荒城山燭辺の流紋岩体とほぼ同～層準中

小規模ではあ篭）が、上赤谷付近の松岡混層、’下中山東

爾（北部地鷺1）の七谷層中には粗粒玄武岩岩床・岩脈が

みられる。

　また，山の神礫岩層，基盤花醐岩類中！こは流紋岩・安

山岩類の小岩脈が散在する。

黛．慧矢代幾屠（洪積統）

南部地区（主とUてその東南都）および北部地区には

礫層を主としこれに砂麟，瀞鴛ヒ麟をはさむ粗しような地

層が丘陵性地貌をなし、て分布す萄。

　これらを一括して矢代鎖層としたが，南部地区の本謄

　涯7）　新潟大学の区：分による．

鎚一《4驚）



飯豊山地南西部における新第蕊系の放射能強度について（ぞの3）　（坊城俊厚・松井　寛）
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　　第3麟　　霞の紳礫岩層分穣状麟
（濾）この総状醸三蜜藷夏ノてA一パ駈醸（第劇鋤

　鶴よつ琳ぐ／乍成し激舞

は花醐岩質の構成物からなり，北部地区では古生／轡源と

思われる礫などを主体とする場禽が多い．

　しかし，明らかに新第三系源とみられ廟駿性凝次岩・

火山岩・砂岩などの礫が識別される場合が桑る。

　黛．轟　簸質構燃

　以下主として新第三系の構造について略記する．

　南部地区の主部では，花爾岩類を不整禽に覆う新第三

系は，大観して，北北西に沈降する背斜をかたち試く

る。主要な断層は田家断麟（石和田・三梨）および中々

山～大鱒にわたる断層の両者で，’ダれも，南北性であ

る．後者は赤谷逆断層（松井・需ヨ⇒の北方延長とみな

される．

　北部地区の構造は比較的単純であつて，北西ないし北

北西綻震○～鋤度傾斜する新第三系は第窯図に鷺すよう

に彌状に展開している．久代瞬は北部地区の西方鵜下

寺内～丸山～下三光付近を通る向斜の存在をみとめてい

る。

講．地腰の放射能強醗

　山の神礫岩麟の調査を中心に各地麟の自然露頭におけ

る放射能強慶蟹測定し．たが，その結果を第慧図および第

農図とし、て示した。

　野外で使用した測定器はTC8嵯瓢型シンチレ揮シ羅

ンゆヴンダ…で，…部の測定は雛ン簾惣型ガィズー・

カゆンタ…によウたゆ

　3．肇暴盤岩類

　花醐岩類中では隆、：水小川型花闘岩類が，一般的に，や

　　　　　　　　　　　　　　　おウいや高い讃数値を示すが，最高値は折居東部（L離藍蜀鷺〉

における驚，80（計数比）程度1こすぎ額いΦ

　実川型花醐閃緑岩類の強度鵜測定箇所が少ないが，

花闘岩類1駆もつとも小さレ・。

　古生層の承す放射能強度は花濁岩類こ較べて一段と小

さい．

　3．黛　山齢神礫岩膚

　本層）放射能強度涼，第4図にもみられるよ編賑松

岡泥層以上の新第三系と比較して明瞭な差があ甑全般

とUて草水小川型花闘岩類のそれに匹敵す≧1）、、

　これは本層鈴構成物質，こよ唄～響と考えられるが，放

射能強度）最高値（計数匙〉は窯渇3ほどでの甑また・

本腰中にしばしば鑛こさ豪れている炭質物もとくに高い織

腰を示すも’）はみいだされ“、か．）た“

，放射能強度オ、汁数比で3倍§解壌ヵ所（田家部落東南

ll．紳社付近その飽）からの1織料を分析したがヂンランは

検出されなかつた貸

　北部地区の津川馨紛強度は南部地区続比鉱て小さい．

　難．講　松岡泥騰その纏

　これびの示す放射能強度は，一般に小さい。今回の識

査では，これ1三ンの地麟瓢対す難測定数が齢紀）多くない

が，従来の知見か縁鼠〆て，これら紛強度は傾向としてこ

の程度のものとみて支障ないと考える。

欝一（羅7）
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今回の結果を自動璋敏射能探査、成果鐙と併せて考慮す

　蕪．）　すでll縫嬢i籍によ甲．》』ぐ・…類‘みとめら；舞いぐい蕎£∫㍉少監

域内の二放射能強慶分布と地質～二の1繍麟、1教かなりα）対応渉

　一ずなオ、1）ち，　自灘鐸紅霞女魯購譲柴彗蕊槻おいて，　1薫、分N綴）（叡）1
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強度が組み脅審れて欝躍隠れた魑1所ほ基盤舵醐庸類また

1寒1亙．1のネ申聡詳岩層憂｝ギ芦重也紅1簸ら嶽議1）黒、

　折艦，その東部…草水小1蓑型花縄岩類

　磁家東1軸 し1神社…

　う麓謝熱孟…糎射！麓・・…り…i驚涯二

　ぎ二1雌凌1粕／、懸獲音偽一一

　板出部落東南一…硲1鑓上（流紋岩）

　惹のうち，蕃売オ成1、1．i南自麓、のやや高い暮薫魔1こついて綜付3猛

紅『露出してい難余騒蕪驚竃蕊吏葉1体〉》らの禦タ響麹治覧熟鰐㌻つてい難）

　　　　喪1酵烈8）付図（窪艶質彗摩／査峯訴、月幸難，v⇔L14奎置騰、9付

　　　鋤参照。

かも会馨れ、なlv・樵嚢）く二、

　（2）北部地区の新第三系など鈴示す強産は自動車放射

能探査、によつて｛、，今闘の結果から滞・ても，いずれも小

さいむ

　③　松岡および董鶏都落東南ルートの1公岡泥層分布地

につ㌢ゾぐ麟灘瞬牽、1放身矯密梁諺嘗で1寒講や瞳華箋い讐戯臓1（1藍多｝（璽），

惑雛～＄暮奪噛事〉が遵続して測定されている、

　今／蜘）調査でぽ1公岡泥騰の強度は，全般的続，かなり

小さい値をと難鈴で，脇、ヒ記の、転について妻嬬妻澄濁が鷲．〉き1こ

くい。

　芝つの／餐旗彗としてを⊇好郵姪の沖撃責層オ窯後漂験環磁か碧蝶鎗鱒蕪

t、Pた花纐孝鍵賀から構成されているので，この影饗，隻と考え

　㈱板山部落東南¢）鰭1や高い強騰（地質1鶉申⑲印）紅

v二1）いては今回現地をチエツクしていないので不明である

が，既存資料から判断して，花醐岩類（および流紋岩）

　雛三9）　諾充辮叢茉聾ま従ラ鞍め藩1査（鱗鷲卑1東部，津州鞠可寸薫の

　　　で栗瀬（悲谷）麟その・随に較べていくぶん葛い強

　　　度を薦蚤すことが・多いことがタヨ葺られ《いるo
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　　　　　　飯豊レ蝦癒南藤部における欝箭第鷲系の放射能強慶㍊ついて

の露出に関連があるとして講！）ないものと思う．

　　　　　　　　　誌．結　　語

　南部地区におけ添山の神礫岩層の基底部付近に…）いて

は，露出が真木山～金鉢ばi出陵線付近にあつ℃　　瓢不

便であるなどのた拭），従来，あま！｝くわしく調べら熱，で

いなかつたようである、、

　今回は，調査の麟的 ヒ，基底部を奮めた由の神礫岩麟

全般紅つきそめ分布，岩質的特性，構造などをある程度

　　　続した窃

　山の神礫居／獣t全／…欝にわたつで花羅堵質物質続とみ，

炭質物を頻繁紅ふくみ，含ウ響ン母麟とLての1条件は一

応具備いごいるよ舅こみ報ナられる、、

　／　犠・“

なく，比較的高い強度を示す箇所から採取した試料の分

析結果もウ謄ン

　地域内では基盤花醐岩類（草水小距黛まおよび斑状花闘

岩類）とμ。防神礫岩層は，平均的紅やや高い放射能強度

を示すが，その他の各地層の強度は一・段と小訴いことが

判明した“

（その3）　（坊城俊厚・松井　寛）
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